
１．適用工種

中芯式傾斜堤は、中割石を使用した捨石マウンド

上に直方体の中芯ブロック（２３t／個、漂砂の港内

侵入を防ぐ目的として使用）を５段、根固めブロッ

クを根足の固定に使用し、両側に４０tの消波ブロッ

クを乱積にし、台形状の堤体を仕上げるという構造

である。断面の構造を下の図―１に示す。

２．改善提案

中芯ブロックの施工途中における安定対策

３．従来工法の問題点

施工順序として先に中芯ブロックを積み上げてか

ら両側に消波ブロックを接触させながら積むので、

中芯ブロックは消波ブロックが施工されるまでの間

の波浪による転倒、消波ブロック据付時の接触によ

るズレの発生といった施工途中の安定に問題があっ

た。

４．工夫・改善点

� 施工は３段階に分けて行ったので（�根固めブ

ロック、中芯ブロック１段目、両側を消波ブロッ

ク据付�中芯ブロック２、３段目、両側を消波ブ

ロック据付�中芯ブロック４、５段目、両側を消

波ブロック据付）、各施工段階の最後は、中芯ブ

ロックの天端の吊鉄筋（両端に計４箇所）をワイ

ヤー、ターンバックルで固定した。

� 中芯ブロックにほぞを作り、かみ合わせること

で滑動に対する抵抗力を高めた（図―２）。海上の

起重機船によるクレーンでの据付となり、据付時

の余裕が必要なため、１０cmの隙間を両側にあけ

たが、据付後、一体化させるため、隙間に鋼材を

挿入した。
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図―１ 中芯式傾斜堤構造図

図―２ 中芯ブロックのほぞ部分の詳細図
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５．効果

大きなズレ、ブロックの転倒といった不具合が発

生することなく、施工を完了することができた。

６．適用条件

中芯ブロックを使用する方式の防波堤においては

適用可能である。

７．採用時の留意点

波高３m以上の時化には対応できないので、中

芯ブロックを両側の消波ブロックで防護するまでの

施工時間は波高１m以下程度の静穏な海象条件が

必要である。

また、ブロック形状の変更に関わる発注者との協

議を行ってからの採用となる。
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